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実際にシステム開発を行うエンジニア向けの機能です



k-Report APIとは？
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k-Report APIとは？

少ない工数で高度なPDF生成シ

ステムが作れる！

簡単にPDFのテンプレートデザイ

ンをメンテ出来る！

k-Report APIとは、「kintone上で構築されたk-Reportの帳票生成機能を外部のシステムから利用する事が出来る」APIで

す。この機能を活用いただくと外部システムからPDF生成に必要なデータをkintoneに連携頂く事で簡単に高度なPDF生

成のシステムを構築する事が出来るようになります。

※簡単なAPI動作サンプルは

https://k-report.work/#api_demo

でもご覧頂けます

御社Webシステム

withユーザー

https://k-report.work/#api_demo


APIご利用のための接続トークンと帳票トークンの取得方法
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APIご利用のための接続トークンと帳票トークンの取得方法

APIのご利用が有効な場合、「アカウント情報」の画面下部にAPI用の接続トーク

ンが表示されていますので、こちらを控えてください。

①アカウント情報の画面下部より「接続トークン」を取得する

APIのご利用が有効な場合、「帳票設定」の画面下部にAPI用の帳票トークンが

表示されていますので、こちらを控えてください。

②対象の帳票設定の画面下部より「帳票トークン」を取得する



PHPのサンプルにAPIトークンとクエリを設定して、接続を確認する

※サンプルはPHPで記載していますが、k-Report APIはJSON形式のデータ通信が可能な

言語（JavaScript, Python, Ruby, C#等）であれば種類は問いません。
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PHPのサンプルにAPIトークンとクエリを設定して、接続を確認する

①こちらに接続トークンを設定してください

②こちらに帳票トークンを設定してください

実際の取得したデータの扱い方、処理サンプルは同

梱のPHPファイルの内容とコメントに記載された説明

文をご確認ください。

③PDF出力対象レコードを検索する

kintoneクエリを入力

④添付ファイルフィールドに出力する場合はこちらにフィール

ドコードを入力。クラウドストレージのみに出力する時は

KRD_OUTPUT_CLOUD_STORAGE_ONLY

と指定してください。



データ処理フローサンプル
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例① クエリに該当する各レコードのPDFファイルをバッチ的に取得する

ユーザーのサーバー環境 k-Report

PDFの
URLを生
成

kintone上で必要とされるレコード
をクエリで検索する

該当データのPDF-URLを返す
（該当レコード数分）

PDFのURLからローカルに
PDFファイルを保存する
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例② 外部システムからデータを受け取り、k-ReportでPDFのURLを生成する

ユーザーPC ユーザーのサーバー環境 kintone

k-Report

データ
格納

PDFの
URLを生
成

POST データ新規登録

登録したデータのID

登録したデータの
IDをクエリする

該当データのPDF-URLを返す

該当データのPDF-URLを返す

https://k-report.work/#api_demo
に掲載されているサンプルは上記のフローで構築されています。

https://k-report.work/#api_demo
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